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が必要であると診断された成人女性患者 20 名(平均年齢 23 歳 2 カ月)を実験群被検者とし、正常校合を有する成人
女性 40 名(平均年齢 23 歳 5 カ月)を対照群被検者とした。全被検者は標準的な体格をしており、 BMI (Body Mass 
Index、体重 (kg) ---;-身長 (m)2) は実験群が平均 19.6、対照群が平均 19.4で、あった。被検者はすべて顎顔面頭蓋の
形成異常および口唇周囲軟組織の癒痕が無く、構音運動を含む顎口腔機能に他覚的、自覚的異常を認めない健常者で
あった。また欝病などの精神疾患の既往は認めなかった。
各被検者に 2種類の被検動作 (faint smile :歯を見せない笑顔、 grin smile :歯を見せる笑顔)について説明した
のち、被検者顔面軟組織上の 16 個の解剖学的計測点に格子模様のシールを貼付した。 3 台のアナログビデオカメラ













実験群は対照群と比較して、 faint smile では口唇上部距離 (p<O.Ol) 、上唇距離 (p<O.Ol) 、口角間距離 (p<
0.01) 、下唇距離 (pく 0.05) 、口唇下部距離 (pく 0.01) について有意に大きい値を示した。 grin smile では口唇上
部距離 (p<O.Ol) 、上唇距離 (pく 0.05) 、口角間距離 (pく 0.01) 、下唇距離 (p<O.Ol) について有意に大きい値
を示した。
(4) ピーク速度について
実験群は対照群と比較して、 faint smile では口唇上部距離 (pく 0.01) 、上唇距離 (pく 0.01) 、口角間距離 (pく
0.01) 、下唇距離 (p<O.Ol) 、口唇下部距離 (pく 0.01) について有意に大きい値を示した。 grin smile では口唇上
部距離 (p< 0.01) 、上唇距離 (pく 0.01) 、口角間距離 (p<O.Ol) 、下唇距離 (p<O.Ol) について有意に大きい値
を示した。
(5) 平均速度フ。ロファイルについて
実験群は対照群と比較して、 faint smile では運動時間は有意に短く、口唇上部距離 (p<O.Ol) 、上唇距離 (pく 0.01) 、
口角間距離 (p<0.05) 、下唇距離 (pく 0.05) 、口唇下部距離 (p く 0.01) についてピーク速度が有意に大きい値を
示した。 grin smile では運動時間は有意に短く、口唇上部距離 (pく 0.01) 、上唇距離 (pく 0.05) 、口角間距離 (p




(2) 骨格性下顎前突症者は正常日交合者と比較して、 faint smile においては口唇上部、上唇部、口角部、下唇部、口唇
下部、 grin smile においては口唇上部、上唇部、口角部、下唇部の最大変化率とピーク速度が有意に大きかった。
論文審査の結果の要旨
本研究の目的は、骨格性下顎前突症者と正常日交合者を比較して笑顔表出にどのような違いが認められるのかを、三
次元動画像解析システムを用いて明らかにすることである。
その結果、骨格性下顎前突症者の笑顔表出については、正常日交合者と比較して運動時間に有意の差がないこと、口
唇周囲部を大きく速く動かしていること、および円滑性が高いことが示唆された。
以上の研究結果は、顎顔面形態と笑顔表出との関連を考察する上で重要な知見を与えるものであり、博士(歯学)
の学位を授与するに値するものと認める。
